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実験の目的実験の目的実験の目的実験の目的

• NEA表面を形成したGaAs光陰極に光を照射すると、時間と

ともに電子の放出量は減少

• 正の電荷を持つイオンの逆流や真空中にわずかに残ってい

るガスとの反応

• 量子効率の低下はカソードの寿命問題として知られているが、

その詳細なメカニズムは明らかになっていない

• メカニズム解明の手がかりをつかむことを目的として、量子

効率スペクトラムの変化を測定した



光学系光学系光学系光学系

・光源の・光源の・光源の・光源のXeランプランプランプランプ①①①①から出た光を分光器から出た光を分光器から出た光を分光器から出た光を分光器②②②②で分光し、透過限界で分光し、透過限界で分光し、透過限界で分光し、透過限界520
nmのフィルターのフィルターのフィルターのフィルター④④④④でででで2次光をカットした。次光をカットした。次光をカットした。次光をカットした。

・暗電流をバックグラウンドとして各波長の光電流から差し引くため・暗電流をバックグラウンドとして各波長の光電流から差し引くため・暗電流をバックグラウンドとして各波長の光電流から差し引くため・暗電流をバックグラウンドとして各波長の光電流から差し引くため
シャッターシャッターシャッターシャッター③③③③を配置した。を配置した。を配置した。を配置した。
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NEA活性化活性化活性化活性化

• 633 nm – 70 μWの光を照射し、

Yo-Yo法で活性化を行った

• O2蒸着は Pa、Cs

ディスペンサーに4.5 Aの電流を

印加した。

• O2の蒸着で量子効率がピークの

ところで蒸着を止めて、量子効率

のスペクトラムを測定した。
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O2蒸着後の量子効率の波長変化蒸着後の量子効率の波長変化蒸着後の量子効率の波長変化蒸着後の量子効率の波長変化

• 10 nm毎に1.2 ~ 1.9 eV(650 ~ 1000 nm)の範囲で測定

• 1.9 eVの量子効率で規格化

• ピークを迎えるごとに規格化量子効率のスペクトラムは緩やかに増加す
る
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劣化時の量子効率の波長変化劣化時の量子効率の波長変化劣化時の量子効率の波長変化劣化時の量子効率の波長変化

• 1.2 ~ 1.9 eV(650 ~ 1000 nm)の

範囲で測定

• 633 nm（9分）

→650 ~ 1000 nm(1分)

→暗電流（1秒）のサイクルをプロ

グラム制御で測定

• 1週間測定



劣化時の量子効率の波長変化劣化時の量子効率の波長変化劣化時の量子効率の波長変化劣化時の量子効率の波長変化

• 活性化終了後に量子効率の波長変化を測定（別日測定）

• データは活性化終了時を0時として、各時間ごとの量子効率の波長変化

を表わす

• 規格化量子効率のスペクトラムは時間の経過とともに急激な増加になる
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放出モデル

• 障壁の厚さa、伝導帯からの真空準

位の深さV’、障壁の高さVとして電子

の放出モデルを構築している

• 障壁の厚さを0.1,0.5,1.0 nmにしたと

き、量子効率の変化はしだいにそり

あがるような形になる

• 活性化時及び劣化時の量子効率ス

ペクトラムの変化を定性的に説明で

きると考えられる

0.1 nm

0.5

1.0



まとめまとめまとめまとめ

• 活性化時の量子効率の波長変化と劣化時の量子効率の波活性化時の量子効率の波長変化と劣化時の量子効率の波活性化時の量子効率の波長変化と劣化時の量子効率の波活性化時の量子効率の波長変化と劣化時の量子効率の波

長変化の測定を行った長変化の測定を行った長変化の測定を行った長変化の測定を行った

• 活性化時の量子効率のスペクトラムと劣化時の量子効率の活性化時の量子効率のスペクトラムと劣化時の量子効率の活性化時の量子効率のスペクトラムと劣化時の量子効率の活性化時の量子効率のスペクトラムと劣化時の量子効率の

スペクトラムの変化は似てスペクトラムの変化は似てスペクトラムの変化は似てスペクトラムの変化は似ていいいいおり、放出モデルでは、障壁のおり、放出モデルでは、障壁のおり、放出モデルでは、障壁のおり、放出モデルでは、障壁の

厚さの変化によるものと考えられる厚さの変化によるものと考えられる厚さの変化によるものと考えられる厚さの変化によるものと考えられる

• 放出モデルでフィッティングを行い、それぞれの量子効率ス放出モデルでフィッティングを行い、それぞれの量子効率ス放出モデルでフィッティングを行い、それぞれの量子効率ス放出モデルでフィッティングを行い、それぞれの量子効率ス

ペクトラムから障壁の厚さや真空準位などを算出したいペクトラムから障壁の厚さや真空準位などを算出したいペクトラムから障壁の厚さや真空準位などを算出したいペクトラムから障壁の厚さや真空準位などを算出したい


